
「
次
の
国
会
に
自
民
改
憲
案
」

ストップ 安倍改憲
首相が主張

身
内
で
は
言
い
た
い
放
題

国
民
に
は
語
ら
ず
押
し
付
け

　

安
倍
首
相
は
「
自
民
党
と
し
て
の

憲
法
改
正
案
を
次
の
国
会
に
提
出

で
き
る
よ
う
、
取
り
ま
と
め
を
加
速

す
べ
き
だ
」と
語
り
ま
し
た（
８
月
12

日
）。
自
民
党
総
裁
選
挙
で
９
条
改

憲
を
争
点
に
し
、
改
憲
発
議
に
つ
な

げ
よ
う
と
い
う
危
険
な
動
き
で
す
。

　

安
倍
首
相
が
自
衛
隊
明
記
の
９

条
改
憲
を
最
初
に
提
案
し
た
の
は
、

昨
年
５
月
、
右
翼
・
改
憲
団
体
「
日

本
会
議
」
系
の
集
会
。
今
回
の
発

言
は
タ
カ
派
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

「
産
経
」
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
長
州
「
正

論
」
懇
話
会
。
国
政
選
挙
で
は
改

憲
を
ほ
と
ん
ど
語
ら
ず
、
右
翼
・
タ

カ
派
、
党
内
な
ど
身
内
で
は
言
い
た

い
放
題
。
そ
れ
を
最
後
に
は
国
会
や

国
民
に
押
し
付
け
る
や
り
方
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

安
倍
首
相
は
総
裁

選
を
利
用
し
て〝
改

憲
世
論
〞を
喚
起
し

よ
う
と
躍
起
で
す
。

し
か
し
国
民
が
総
裁

選
で
議
論
し
て
ほ
し

い
と
望
む
の
は
「
経

済
・
財
政
」
や
「
地

方
の
活
性
化
」。「
憲

法
改
正
」
は
わ
ず
か

６
％
で
す（
グ
ラ
フ
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
８
月
調
査
）。

秋
提
出「
反
対
」49
％

「
共
同
」調
査

　

共
同
通
信
の
世
論

調
査
（
８
月
25
、
26

日
）
で
は
秋
ま
で
の

改
憲
案
提
出
に
49
％

が
反
対
。
国
民
意
識

と
ズ
レ
て
い
ま
す
。

　

安
倍
首
相
は
自
ら

の
改
憲
案
に
つ
い
て

「
何
も
変
わ
ら
な
い
」

「
憲
法
９
条
２
項
を

残
し
た
ま
ま
、
自
衛
隊
を
書
き
込
む
だ
け
」

と
言
い
ま
す
。
し
か
し
「
後
か
ら
つ
く
っ
た

法
律
は
前
の
法
律
に
優
先
す
る
」
と
い
う
法

律
の
原
則
に
よ
っ
て
、「
戦
力
不
保
持
」
の

９
条
２
項
は
空
文
化
し
ま
す
。

　

歯
止
め
が
な
く
な
り
、

自
衛
隊
の
海
外
で
の
武
力

行
使
が
無
制
限
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

９
条
に
明
記

す
る
と
言
う
自

衛
隊
は
、
災
害

救
助
に
汗
を
流

す
自
衛
隊
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
保
法
制
に
よ
っ
て
集
団
的
自

衛
権
を
行
使
し
、
長
距
離
巡

航
ミ
サ
イ
ル
を
持
ち
、
専
守
防

衛
を
か
な
ぐ
り
捨
て
た
自
衛
隊

で
す
。

　

９
条
改
憲
で
、自
衛
隊
を「
海

外
で
戦
争
す
る
軍
隊
」
に
変
質

さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

武力行使を無制限に

国
民
が
望
む
の
は

経
済
の
議
論

日
本
国
憲
法

第
九
条　

①
日
本
国
民

は
、
正
義
と

秩
序
を
基
調
と
す
る
国

際
平
和
を
誠
実
に
希
求

し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦

争
と
、
武
力
に
よ
る
威

嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、

国
際
紛
争
を
解
決
す
る

手
段
と
し
て
は
、
永
久
に

こ
れ
を
放
棄
す
る
。

②
前
項
の
目
的
を
達
す

る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の

他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保

持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権

は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

自民総裁選で
議論してほしいこと

経済・財政
政策27％

地方の
活性化20％

憲法改正
６％

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
８
月
調
査
）

自民総裁選

何
も

変
わ
ら
な
い

ど
こ
ろ
か

3000万署名にご協力を
　「憲法９条変えるな」
と市民団体が3000万
人を目標に署名を呼
び掛けています。

自衛隊を「戦争する軍隊」に


